
１

２

３

４

５

関
税
率
表
番
号

品

名

基
準
税
率

区
分
注
釈

第
三
類

魚
並
び
に
甲
殻
類
、
軟
体
動
物
及
び
そ
の
他
の
水
棲せ

い

無
脊
椎
動
物

〇
三
・
〇
一

魚
（
生
き
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

そ
の
他
の
魚
（
生
き
て
い
る
も
の
に
限
る
。）

〇
三
〇
一
・
九
四
の
う
ち

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
及
び
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

養
魚
用
の
稚
魚
以
外
の
も
の

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
テ
ィ
ヌ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
）

三
・
五
％
Ｅ
５

〇
三
〇
一
・
九
五
の
う
ち

み
な
み
ま
ぐ
ろ
（
ト
ゥ
ヌ
ス
・
マ
ッ
コ
イ
イ
）

養
魚
用
の
稚
魚
以
外
の
も
の

三
・
五
％
Ｅ
５

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

⒪

表
の
４
欄
に
「
Ｅ
15
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
無
税
ま
で
の
十
六
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
撤
廃
す
る
。

⒫

表
の
４
欄
に
「
Ｄ
２
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
の
二
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
。

⒬

表
の
４
欄
に
「
Ｄ
５
」
を
掲
げ
た
品
目
に
分
類
さ
れ
る
原
産
品
の
関
税
に
つ
い
て
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生

の
日
か
ら
行
わ
れ
る
基
準
税
率
か
ら
の
五
回
の
毎
年
均
等
な
引
下
げ
に
よ
り
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
。

第
Ｂ
二
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
中
３
を
削
り
、
２
の
次
に
次
の
３
か
ら
３
Ｂ
ま
で
を
加
え
る
。

３

次
編
第
二
節
及
び
第
三
編
第
二
節
に
お
け
る
記
載
は
、
二
千
二
年
一
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
統
一
シ
ス
テ
ム
に

従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
次
編
第
三
節
及
び
第
三
編
第
三
節
に
お
け
る
記
載
は
、
二
千
十
七
年
一
月
一
日
に

改
正
さ
れ
た
統
一
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３
Ａ

次
編
第
三
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
は
、
当
該
関
税
に
係
る
約
束
に
対
応
す

る
関
税
に
係
る
約
束
で
あ
っ
て
同
編
第
二
節
に
規
定
す
る
日
本
国
の
表
に
定
め
る
も
の
に
優
先
す
る
。

３
Ｂ

第
三
編
第
三
節
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
は
、
当
該
関
税
に
係
る
約
束

に
対
応
す
る
関
税
に
係
る
約
束
で
あ
っ
て
同
編
第
二
節
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
定
め
る
も
の
に
優
先

す
る
。第

Ｂ
三
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
４
中
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
編
第
二
節
」
を
「
次
編
第
二
節
及
び
第
三
節
並
び
に
第
三
編

第
二
節
及
び
第
三
節
」
に
改
め
る
。

第
Ｂ
四
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
５
中
⒜
及
び
⒝
を
削
り
、
次
の
⒜
か
ら
⒞
ま
で
を
加
え
る
。

⒜

１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
一
年
目
の
引
下
げ
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
行
う
。

⒝

１
⒣
及
び
⒥
か
ら
⒬
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、
一
年
目
の
引
下
げ
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
に
行
う
。

⒞

そ
の
後
の
毎
年
の
引
下
げ
は
、こ
の
編（
当
該
引
下
げ
が
日
本
国
の
表
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

及
び
次
編
に
つ
い
て
は
毎
年
四
月
一
日
に
行
い
、
こ
の
編
（
当
該
引
下
げ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）及
び
第
三
編
に
つ
い
て
は
毎
年
一
月
一
日
に
行
う
。

第
Ｂ
五
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
６
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

こ
の
編
及
び
次
編
の
規
定
（
こ
の
編
の
規
定
に
つ
い
て
は
日
本
国
の
表
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

の
適
用
上
、「
年
」
と
は
、

⒜

一
年
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
期
間
を
い
う
。

こ
の
編
の
１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
及
び
５
⒜
並
び
に
次
編
第
一
節
１
、
４
及
び
５
並
び
に
第
二
節
の
規
定
の
適

用
上
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

こ
の
編
の
１
⒣
及
び
⒥
か
ら
⒪
ま
で
、
５
⒝
並
び
に
８
並
び
に
次
編
第
一
節
２
、
３
、
６
及
び
７
並
び
に

第
三
節
の
規
定
の
適
用
上
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

⒝

そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
年
の
四
月
一
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の
期
間
を
い
う
。

第
二
編

日
本
国
の
表

第
Ｂ
八
条

協
定
附
属
書
一
第
二
編
第
一
節
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
節
柱
書
き
中
「
１
か
ら
６
ま
で
」
を
「
１
か
ら
７
ま
で
」
に
、「
次
節
」
を
「
次
節
及
び
第
三
節
」
に
改
め
る
。

２

同
節
２
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
四
千
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

３

同
節
２
⒜

を
削
る
。

４

同
節
３
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
八
百
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

５

同
節
３
⒜

を
削
る
。

６

同
節
６
⒜

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
計
割
当
数
量
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
、
毎
年
三
万
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
と
す
る
。

７

同
節
６
⒜

を
削
る
。

８

同
節
６
の
次
に
次
の
７
を
加
え
る
。

７

表
の
４
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
関
税
の
撤
廃
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
こ
の
附
属
書
の
付
録

Ａ
の
規
定
に
従
っ
て
証
明
す
る
原
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

９

こ
の
附
属
書
の
付
録
Ａ
を
協
定
附
属
書
一
の
付
録
Ａ
と
し
て
協
定
に
加
え
る
。

第
Ｂ
九
条

協
定
附
属
書
一
第
二
編
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
編
第
二
節
の
次
に
次
の
節
を
加
え
る
。

第
三
節

前
節
の
表
に
定
め
る
関
税
に
係
る
約
束
を
修
正
す
る
日
本
国
の
表

２

同
編
第
三
節
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
Ｂ
六
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
７
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

こ
の
編
及
び
第
三
編
の
規
定
（
こ
の
編
の
規
定
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
表
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
場
合

に
限
る
。）の
適
用
上
、「
年
」
と
は
、

⒜

一
年
目
に
つ
い
て
は
、
次
の
期
間
を
い
う
。

こ
の
編
の
１
⒜
か
ら
⒢
ま
で
及
び
５
⒜
並
び
に
第
三
編
第
一
節
（
２
Ａ
及
び
15
Ａ
の
規
定
を
除
く
。）及
び

第
二
節
の
規
定
の
適
用
上
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

期
間こ

の
編
の
１
⒣
、
⒧
、
⒫
及
び
⒬
、
５
⒝
並
び
に
８
並
び
に
第
三
編
第
一
節
２
Ａ
及
び
15
Ａ
並
び
に
第
三

節
の
規
定
の
適
用
上
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
そ
の
後
の
最
初
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

⒝

そ
の
後
の
各
年
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
年
の
一
月
一
日
に
開
始
す
る
十
二
箇
月
の
期
間
を
い
う
。

第
Ｂ
七
条

協
定
附
属
書
一
第
一
編
８
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

８

関
税
割
当
て
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
一
年
目
が
十
二
箇
月
未
満
の
場
合
に
は
、
次
編
第
一
節
及
び
第
三
編
第

一
節
に
定
め
る
一
年
目
の
合
計
割
当
数
量
は
、
残
余
の
完
全
な
月
数
に
比
例
す
る
数
量
に
減
ず
る
。
第
一
段
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
編
第
一
節
に
定
め
る
合
計
割
当
数
量
に
関
し
て
は
、
第
一
段
の
規
定
に
従
っ
て
減
ぜ
ら
れ

た
合
計
割
当
数
量
が
一
年
目
に
お
い
て
議
定
書
の
効
力
発
生
の
前
に
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る
合
計
割
当
数
量
を
下

回
る
場
合
に
は
、
当
該
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る
合
計
割
当
数
量
を
一
年
目
の
合
計
割
当
数
量
と
す
る
。
こ
の
８
の

規
定
の
適
用
上
、
次
編
第
一
節
及
び
第
三
編
第
一
節
の
関
連
す
る
規
定
に
特
定
す
る
単
位
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
、
一
・
〇
未
満
の
端
数
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
す
る
（
〇
・
五
は
、
一
・
〇
と
す
る
。）。
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